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日 本 鱗 盗 学会 第 29 回 大 会 一 般 講演 要旨 (1982 年 ・ 名 古屋 ) 


講演 日 : 1982 年 11 月 13~14 日 
会 場 : 南山 大 学 (名 古屋 市 ) 


1. セセリ チョ ウ 科 の 幅 殻 裂 開 様 式 の 特異 性 に つい て 牧 林 功 (関東 ) 

幅 が 羽化 する さい の 員 毅 の 裂け 方 は , 種 に よっ て ある 程度 決ま っ て お り , 演者 は 螺 殻 の 裂 開 様式 を 10 
類型 に 分 類 し た ( 牧 林 , 1978, 1981). し か し , この 類型 化 に お いて は セセリ チョ ウッ 科 の 種 を 除外 し た ・ 
そこ で 今回 セセリ チョ ツウ 科 11 種 の 期 殻 を 調査 し , その 像 開 様式 を 報告 した. 

セセリ チョ ウ 科 の 遇 殻 裂 開 様式 の 特異 な 点 は , 腹面 に お いて 小 爵 外 葉 ( 口 惣 ) 上 縁 が 横断 し て 像 ける 
こと で , この 事実 は アゲ ハチ ョ ウッ 上 科 に は まっ た く 見 られ な い 特 徴 で ある . 

また それ 以外 の 部 位 に お いて は 種差 が あり , 演者 は 大 きく 3 類型 に 分 け , この うち の 2 類型 を それ ぞ 
れ 二 つ に 小区 分 し た . 

Ta 型 は 下 族 胃 上 線 , 小 慰 外 葉 上 縁 か ら 前 肢 , 中 肢 の 上 縁 を つた わり , 触角 基部 を めぐ り , 頭 部 脱皮 線 
(= 前 頭 接線 ) か ら 背 中 線 を 中 胞 後 綴 0 ま で 裂け る . この 型 は キバ ネ セ セリ , ギン イチ モン ジ セ セリ , チャ 
バネ セセリ , コチ ャ バネ セセリ で 見 られ た . 

Ib 型 は Ta 型 の も の の 上 , さら に 中 胸 後 緑 か ら 魏 線 が 2 分 し て 中 胸 ・ 後 胸 間 縫 線 を つた わっ て 裂け る 
型 で アオ バ セ セ リ , スジ グロ チャ バネ セセリ で 見 られ た . 

Ila 型 の Ia 型 と 異な ちと ころ は , 裂 線 が 前 肢 ・ 中 肢 の - 上 縁 を 通り ず に , 彰 眼 部 上 縁 が 多 け る $ も ので, 
テツ ッ ツイ ロビ ロウ ド セ セ リ , ダイ ミュ ウ セ セリ , ギン イチ モン ジ セ セリ , ホッ マッ バ セセリ で 観察 され た . 

Ilb 型 の IIa 型 と の 相 異 点 は , 下 唇 背 上 縁 が 裂け ず に 下 縁 が 裂け あみ と ころ で , チャ マダ ラ セ セ リヒ 見 
られ た . 

III 型 は 背中 線 が 一 切 裂 けず に , 背面 は 脱皮 線 の 左右 の 腕 と 前 ・ 中 胸 間 線 が 裂け る . この た め 脱 度 
線 よ り 後 方 の 頭 部 と 前 胸 が 一 体 と な っ て , 頭蓋 と と も に は が れる . Erionota thorax に み ら れ た . 

いずれ の 型 に お いて も 頭 部 が 帽子 を と る よう に は が れる こと は 共通 し て お り , この 形質 は セセリ チョ 

ウ 科 の 羽化 が , 巣 の 中 か らら 遣い 出 て か ら 期 を 伸ばす と いう 生態 上 の 特徴 に , よく 適応 し て いる よう に み 
える . 





2. フィ リピ ン 産 Halpe 属 の 系 統 分 類 学 的 検討 千葉 秀幸 ・ 築 山 洋 (関東 ) 

EVANs (1949) は フィ リピ ン 産 の Halpe 属 を 斑紋 と 生殖 器 の 形状 の 類似 に 基づい て 単 一 の 系 統 群 と し 
て 整理 した. し か し 我々 は 大 陸 ・ ス ンダ 列島 産 の 万 2 め e 属 も 含め て 再 検討 し た 結果 . フィ リピ ビン の 
Halpe 属 を 系 統 の 異な る 各種 が 収 化 を お こし た 多 系 統 群 と 解釈 する . 

従来 の 系 統 分 類 学 お よび 数 量 分 類 学 で は , あら ゆる 特徴 を 一 且 等 価 な 情報 と し て と ら え , その 後 こ れ 
ら の 情報 の 定量 化 を 主観 的 に 行わ ざる を えな か っ た . 我々 は 等 価 な 情報 の うち 不適 当 な も の を 最初 に 排 
除 す る 方 法 を と っ た . すなわち 斑紋 , 性 標 , 発 香 鱗 , 鞭 脈 の 変形 , 生殖 器 の 形状 な ど は ラン ダム な 変化 
で あり 系 統 的 な 方 向 性 は な いと 仮定 する . 特に 生殖 器 の 形状 は , その 機能 を 果たす の に 有利 な , 構造 力 
学 的 に 決定 され る いろ いろ な 形状 の うち の 一 つ を それ ぞ れ の 種 が 選択 し て いる も の と する . 

こら し た 観点 か ら 余分 な も の を 排除 し た 後に 残る の は , その 蝶 の 生活 に 必要 不可 欠 な 基本 的 で 不変 な 
部 分 (生理 ・ 生 熊 等 を 含む ) だ け で , 同一 種 群 内 で の 差違 は な い . 生物 に と っ て は この 基本 的 で 不変 な 
部 分 が 大 方 を 占め る が , の こり わずか な ラン ダム ネス を も つと ころ が 生物 の 生物 た る と ころ で ある . こ 
の ラン ダム ネス を 選択 し 発達 させ る の が 種 分 化 て で, これ を 進化 や 系 統 と 混同 し て は な ら な い . 

以上 の 観点 か ら フ ィ リ ピン 産 種 群 と 対応 する 種 群 が 大 陸 ・ ス ンダ 列島 に 棲 候 する ラン ダム ネス の 方 向 
性 を 確か め た . 
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以下 は 解釈 の 問題 で ある が , フォ リピ ン 産 の 一 群 が 単 系 統 群 だ と する と 方 向 性 の 一 致 は 偶然 で , 種 分 
化 は フィ リピ ン で お こっ た と いう こと に な る . 一 方 , 多 系 統 群 だ と する と 方 向 性 が 決定 し た 後に フィ リ 
ビン 各地 で 隔離 が 行わ れ た と いう こと に な る . 我々 は 後者 の 解釈 を 選 世 . 

斑紋 の 類似 は 収載 に よる も の で , これ は 捕食 者 に 対し て 集団 効果 を 示す 一 種 の 生存 戦略 で あろ う . ま 
た 件 標 の 特 化 は 斑紋 に か わる 同種 の 認知 手段 で あり , その 方 向 性 は むし ろ 後 発 的 な も の と 思わ れる . 

さら に より よい 解釈 の た め に は , 生態 ・ 行 動 ・ 発 生 学 な どの 検討 を 要する . 


3. ナミ アゲ ハバ 変態 過程 に お ける 神経 系 の 形態 変化 農 川 謙太 郎 (関東) 

ナミ アゲ へ の 神経 系 が , 後 腔 発生 の 過程 で どの よう な 形態 的 変化 を 起こ すか を , 光学 顕微 鏡 と 電子 顕 
微 鏡 を 併用 し て 調べ た . 

中 枢 神 経 系 を な す 神 経 節 数 の 減少 と , 末 栓 神経 断面 の 電子 顕微 鏡像 を 主 な 指標 に し て みる と , ナミ ア 
ゲハ の 暴 期 は お お ま か に 3 段階 に 区 分 する こと が で きる . この 段階 は 成虫 の 外部 形態 の 形成 段階 と 対応 
づけ られ る ( 表 1. 

。 末 橋 神 経 の 断面 を 電子 顕微 鏡 で 観察 する と , 神経 細胞 の 軸 索 が 1 本 1 本 グリ ア 細 胞 に 包ま れ , それ ら 
が 集まっ て 1 本 の 軸 索 東 を な し て いる の が わか る . その 軸 索 束 は 特殊 化し た グリ ア 細 胞 の 層 に 包ま れ , 
さら に その 上 を 基底 層 が 囲ん で いる . 各々 の 要素 は 発生 段階 に 応じ て 大 きく 変化 する が , 特に 軸 索 と そ 
れ を 直接 に 包む グリ ア 細 胞 の 形態 は 極め て 劇 的 な 変化 を 示す . 成虫 期 に は 全て の 軸 索 が 各々 他 の 軸 索 と 
グリ ア 細 胞 に よっ て 分 離さ れ て いる が , 幅 の 初期 , 中 期 で は その 傾向 は 顕著 で は な い . また , グリ アプ ア 細 
胞 中 の 微小 管 の 密度 も , 幼虫 期 で 高く , 贅 期 で 低く , 成虫 期 で 非常 に 高く な る . これ ら の 変化 は , 幼虫 

















表 1. ナミ アゲ へ の 発生 段階 判別 基準 


























取 才 閣下 部 複眼 脚 填 7 放 人 
幼 中 8 3 ー ー ー ー 因 
前 交 7 3 ー ー ー ー 
上 由 。 ST.1 0 7 3 ー ー ー ー ー 
國 ST・2 1 5 3 十 十 = = es 
幅 ST・3 3 5 (4) 1 十 十 一 = = 
由 。 ST.4 6 4 1 の ー + + + 
昌 ST-5 8 4 1 〇 の の 〇 の 中 
区 昌 12 9 1 〇 の 〇 〇 J 
ー: 構造 は 未完 成 . 
二 : 構造 は 完成 し て いる が , 未 着色 . 
の : 完成. 
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